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■スポット展　開催中
　12 月 16 日 よ り、 ス ポ ッ ト
展「昆虫クイズ・ファイナルア
ンサー展」を開催しています。

「チョウと蛾の違いは？」「カ
ブトムシはどこで呼吸してい
るの？」など、昆虫に関する豆
知識を豊富に用意しています。
３月 10 日㊐まで開催していま
すので、皆さまもぜひ昆虫ク
イズに挑戦してみてください。

■第 10回自然観察会（冬の蛇尾川探鳥会）開催
　２月中旬の蛇尾川近辺で、小さな春を見つけながら
野鳥を観察しましょう。初心者大歓迎です！
●日時　２月 17 日㊏　午前９時～正午（雨天中止）
●集合場所　龍城公園駐車場（旧大田原消防署）
　　　　　　※のぼり旗が目印
●対象者　どなたでも（小学生以下は保護者同伴）
●講師　刑部 節 氏（大田原市理科クラブ事務局長）
●定員　15 名（先着順）
●費用　300 円（野鳥の会会員 100 円、中学生以下無料）
●持ち物　雨具、筆記用具、双眼鏡（お持ちの方はご

持参ください。当館でも用意しています。）

休館日：毎週月曜（祝日を除く）、祝日の翌日（日曜を除く）休館日：毎週月曜（祝日を除く）、祝日の翌日（日曜を除く）
■開館時間…午前９時30分～午後４時30分■開館時間…午前９時30分～午後４時30分
　　　　　　（入館は午後４時まで）　　　　　　（入館は午後４時まで）

自然観察館だより自然観察館だより
●申込方法　１月 10 日㊌

～２月 10 日㊏の午前９
時 30 分～午後４時に電
話で申し込み
●その他　大田原理科ク

ラブと日本野鳥の会栃
木県支部との共催

■第 13回昆虫の絵コンクール作品展開催
　市内の保育園・認定こども園の園児から募集した昆
虫の絵を展示します。
※入賞作品を含めた全作品を展示します。
●日時　２月８日㊍～12日㊊
　午前９時30分～午後４時（最終日

は午後３時）
●場所　ふれあいの丘　体育館
※空調設備がないため、防寒対策のう

えお越しください。
　

■１月休館日のお知らせ
１日㊊～３日㊌、９日㊋（８日㊊の振替）、15日㊊、22日㊊、29日㊊

休館日：毎週月曜（祝日を除く）、祝日の翌日（日曜を除く）
■開館時間…午後１時30分～９時
　　　　　　（入館は午後８時30分まで）

天文館だより天文館だより
★星空情報★

■地球に一番近い星　太陽を見よう
　私たちが住んでいる地球に一番近い星（恒星）それは
太陽です。
　太陽までは約１億５千万㎞、光の速さで８分20秒か
かります。今見えている光は８分20秒前の光です。直
径が地球のおよそ109倍もあるガス球で、約46億年前に
誕生し、今後50億年くらい輝き続けるそうです。
　表面に黒点やプロミネンスなどが見られます。黒点
は黒いシミのように、プロミネンスは表面から噴き出
している炎のように見えます。どちらも地球を飲みこ
んでしまうほどの大きさです。
　太陽からの影響が大きいので、日夜その活動を観測
している研究機関があり、「宇宙天気予報」としてその
情報が一般にも公開されています。
　恒星をこんな近く
で見ることができる
のは太陽だけです。
　ぜひ、天文館で太陽
の姿をお楽しみくだ
さい。天文館は昼間も
開館しています。

★主なイベント（２月）★
①冬の星座観望会
●日時　２月２日㊎～３日㊏、６日㊋～９日㊎、11日㊐

午後６時10分～９時
●内容　実際の星空を見上げながら、冬の大三角や冬

のダイヤモンドと呼ばれる星のつながりを探しま
す。また、望遠鏡でオリオン大星雲やシリウスの姿
を楽しんでいただきます。
②写真撮影会（M42 オリオン大
星雲を撮影しよう）
●日時　２月 10 日㊏午後７時

10 分～９時
●内容　お手持ちのデジタルカ

メラで、M42 オリオン大星雲
の撮影に挑戦していただきま
す。望遠鏡にカメラ本体を接
続し撮影します。

③月撮影会（月齢８の月を撮影しよう）
●日時　２月 18 日㊐午後５時 10 分～６時
●内容　ビデオカメラや一眼カメラで月齢８（半月に

近い）の月を撮影します。月の海やクレーターの様
子などを撮影することができます。

詳細は天文館HPをご覧ください

   0287（28）3251 0287（28）3251

 0287（28）3254 0287（28）3254

詳細は自然観察館HPをご覧ください

オリオン大星雲（天文館）

太陽（天文館）

地 域 の ひ ろ ば

令和４年度年長児最優秀賞作品▶
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体県立県北体育館黒黒羽庁舎湯湯津上庁舎本本庁舎

大田原図書館  　0287（23）4560 通年 9:00～19:00大田原図書館  　0287（23）4560 通年 9:00～19:00
黒羽図書館　  　0287（59）0855 平日 9:30～18:30 黒羽図書館　  　0287（59）0855 平日 9:30～18:30 ㊏㊏㊐㊗ 17:30 まで㊐㊗ 17:30 まで
湯津上図書室  　0287（98）7037 通年 9:00～17:00湯津上図書室  　0287（98）7037 通年 9:00～17:00

大田原図書館からの大田原図書館からの
お知らせお知らせ

絵
本
や
紙
し
ば
い
の
読
み
聞
か
せ

名称 場所 日時

ピノキオ
おはなし会

大田原図書館
おはなしコーナー

１月７日㊐・21日㊐・２月４日㊐
午後２時 ～

こどものつどい
出演：ガールスカウト

１月14日㊐・２月11日㊐
午後２時～

にじいろ
おはなし会

トコトコ大田原
３階つどいの広場

１月23日㊋・２月27日㊋
午前10時45分～

おひさま
ぽかぽかの会

しんとみ子育て
支援センター

１月12日㊎・２月９日㊎
午前11時～

コアラ
おはなし会

黒羽図書館２階
視聴覚室

２月11日㊐※１月はお休みです。
午前11時～

那須野が原ハーモニーホールからのお知らせ那須野が原ハーモニーホールからのお知らせ 0287（24）08800287（24）0880

チケット発売情報

演劇講座第27回定期発表会
「卵の中の白雪姫」

オーケストラ養成講座
那須フィルハーモニー管弦楽団第25回定期演奏会

合唱団育成講座（一般の部）
那須野が原ハーモニーホール合唱団第18回定期演奏会

●日時　３月10日㊐午後２時開演　●会場　大ホール
●チケット　▶全席自由　500円　▶小・中学生　無料（要入場券）
　※小学生以上の入場となります。
●出演　▶指揮：片岡 真理　▶ピアノ：上野 茜　▶管弦楽：モー

ツァルト合奏団
●予定曲目　モーツァルト：「戴冠ミサ」 ほか
●友の会優先電話予約　１月25日㊍から
●一般発売　１月27日㊏から

●日時　３月24日㊐午後２時開演　●会場　大ホール
●チケット
　▶全席自由1,000円（友の会900円）
　▶小・中学生　無料（要入場券）
　※小学生以上の入場となります。
●出演　▶指揮：西口 彰浩▶コンサート

マスター：村井 俊朗
●予定曲目　▶A.ボロディン：交響詩「中

央アジアの草原にて」▶P.チャイコフ
スキー：幻想序曲「ロメオとジュリエッ
ト」▶A.ドヴォルザーク：交響曲第９番
ホ短調「新世界より」op.95

●友の会優先電話予約　１月25日㊍から
●一般発売　１月27日㊏から

【大田原図書館・湯津上図書館】
１月15日㊊・１月19日㊎・２月５日㊊

【黒羽図書館】
１月９日㊋・１月19日㊎・１月22日㊊

　トコトコ大田原３階・学習室の利
用時間を延長しました。
　午前９時～午後８時 45 分までご
利用いただけます。

【大田原図書館】
１月１日㊊・１月４日㊍

【湯津上図書館・黒羽図書館】
１月１日㊊・１月２日㊋・１月３日㊌

休館日のお知らせ※生活カレンダーにも掲載

学習室の利用時間延長のお知らせ

年始休館のお知らせ※生活カレンダーにも掲載

＊今月のおすすめ図書＊

　読み終えた後に優しい気持ちに
なれる短編集です。
　お気に入りは『バルタン最期の
日』ザリガニに泣かされるとは思
いませんでした。

　さまざまな図書館の取り組みを
紹介し、その魅力やそこで働く人々
の思いが語られています。
　大田ワラオも登場します。お楽
しみに！

『モノレールねこ』
加納  朋子 / 著

『これからの図書館』
谷一  文子 / 著

大田ワラオです。
今年もよろしく
お願いします。

●日時　３月17日㊐午後２時30分開演
●会場　小ホール
●チケット
　▶全席自由　500円
　▶小・中学生　無料

（要入場券）
　※小学生以上の入

場となります。
●友の会優先電話予約
　１月25日㊍から
●一般発売
　１月27日㊏から
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地
域
お
こ
し
協
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隊
　
活
動
レ
ポ
ー
ト

　

大
田
原
市
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
西
谷
で
す
。新
規
就
農

を
目
指
し
た
農
業
振
興
に
関
す
る
活
動
を
行
っ
て
お
り
、主

に
有
機
農
家
さ
ん
で
、農
業
研
修
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
か
ら
は
、大
田
原
市
内
の
農
家
さ
ん
へ
取
材
に
伺
い
、

農
産
物
や
農
家
さ
ん
の
魅
力
を
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
や
イ
ン
ス

タ
グ
ラ
ム
で
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
く
取
り
組
み
を
始
め
ま
し
た
。

　

農
家
さ
ん
へ
の
取
材
を
通
し
て
、大
田
原
市
の
農
産
物
の

豊
か
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。西
瓜
、梨
、桃
、り
ん
ご
、ぶ
ど
う
、

い
ち
ご
、お
米
な
ど
、そ
の
時
々
の
旬
の
農
産
物
を
生
産
し
て

い
る
農
家
さ
ん
が
身
近
に
い
る
こ
と
は
、生
活
の
豊
か
さ
に

繋
が
る
と
感
じ
ま
し
た
。市
内
の
農
家
さ
ん
を
知
れ
ば
知
る

ほ
ど
、大
田
原
市
へ
の
愛
着
が
深
ま
り
、大
田
原
市
の
こ
と
が

さ
ら
に
好
き
に
な
り
ま
し
た
。

　

大
田
原
市
の
地
域

お
こ
し
協
力
隊
員
は

現
在
３
名
お
り
、各

隊
員
の
日
々
の
活
動

や
大
田
原
市
の
魅
力

を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
発
信
し

て
い
ま
す
。ぜ
ひ
、ご

覧
く
だ
さ
い
。

報
告
者
：
西
谷  

俊
彦

協
力
隊
活
動
報
告

　

か
つ
て
、
農
具
な
ど
の
鉄
製
部
分
は
、
農（
野
）鍛
冶（
村
の

鍛
冶
屋
）が
、
製
作
・
修
理
を
担
っ
て
い
ま
し
た
。
日
本
の
農

業
を
陰
で
支
え
て
き
た
存
在
で
す
。
そ
の
鍛
冶
屋
で
使
用
さ

れ
た
の
が
、「
鞴

ふ
い
ご

」と
呼
ば
れ
る
、
火
力
を
強
め
る
た
め
の
送

風
装
置
で
す
。
当
館
に
も
旧
湯
津
上
村
時
代
に
、
地
元
の
方

か
ら
寄
贈
さ
れ
た
鞴
が
所
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
二
年
ほ
ど
前
、
市
外
在
住
の
方
か
ら
資
料（
古
写
真
）

寄
贈
の
申
し
入
れ
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
方
は
旧
黒
羽
町
出

身
で
、父
親
が
鉄
工
所
を
営
ん
で
い
ま
し
た
。父
親
の
実
家
は
、

旧
小
川
町
で
農
鍛
冶
を
し
て
い
た
そ
う
で
す
。
父
親
の
兄
弟

達
は
、
一
人
が
家
業
を
継
ぎ
、
他
は
旧
小
川
町
・
旧
湯
津
上

村
・
旧
黒
羽
町（
父
親
）で
、
そ
れ
ぞ
れ
鉄
関
係
の
仕
事
に
就

き
ま
し
た
。そ
し
て
、旧
湯
津
上
村
で
農
鍛
冶
を
始
め
た
の
が
、

当
館
所
蔵
の
鞴
の
寄
贈
者
宅
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

資
料
に
は
、
資
料
そ
の
も
の
の
情
報（
作
り
や
使
用
方
法

な
ど
）と
、
資
料
の
背
景
に
あ
る
情
報（
所
有
者
や
受
け
継
が

れ
た
経
緯
な
ど
）が
あ
り
ま

す
。

　

資
料
一
つ
一
つ
は
独
立
し

た
モ
ノ
で
も
、
こ
の
鞴
の
よ

う
に
、
背
景
に
あ
る
情
報
か

ら
繋
が
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
こ
う
し
た
積
み
重
ね
に

よ
っ
て
、
地
域
の
歴
史
が
み

え
て
く
る
の
で
す
。

vol.59

民
俗
資
料
が
語
る
も
の

vol.36

知
っ
て
得
す
る
く
ら
し
情
報

知
っ
て
得
す
る
く
ら
し
情
報

４
月
か
ら
容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
分
別
収
集
が
始
ま
り
ま
す

　

こ
れ
ま
で
に
寄
せ
ら
れ
た
質
問
に
つ
い
て
、

Ｑ
＆
Ａ
形
式
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

🆀
ど
の
よ
う
な
袋
で
出
し
た
ら

良
い
で
す
か
。

　

20
リ
ッ
ト
ル
か
ら
45
リ
ッ
ト

ル
程
度
の
大
き
さ
の
、透
明

ま
た
は
中
身
が
判
別
で
き
る

半
透
明
の
袋
に
入
れ
て
出
し

て
く
だ
さ
い
。
袋
は
、ス
ー

パ
ー
や
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
な

ど
で
売
っ
て
い
ま
す
。

🆀
容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
で

は
な
い
も
の
を
混
ぜ
て
し

ま
っ
た
場
合
に
は
、ど
う
な

り
ま
す
か
。

🅰
収
集
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、再

分
別
し
て
出
し
直
し
て
く
だ

さ
い
。な
お
、「
も
や
せ
る
ご

み
」に
容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
が
含
ま
れ
て
い
て
も
収
集

さ
れ
ま
す
の
で
、判
断
に
迷

う
場
合
は「
も
や
せ
る
ご
み
」

と
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

🆀
シ
ー
ル
や
テ
ー
プ
は
、は
が

さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
か
。

🅰
は
が
し
づ
ら
い
も
の
は
無
理

に
は
が
さ
ず
に
、そ
の
ま
ま

容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
で

出
し
て
く
だ
さ
い
。

🆀
容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
、

切
っ
て
出
し
て
も
い
い
で
す
か
。

🅰
切
る
、つ
ぶ
す
な
ど
し
て
形

を
変
え
て
も
問
題
あ
り
ま
せ

ん
。た
だ
し
、ま
と
め
る
た
め

の
ひ
も
や
輪
ゴ
ム
な
ど
は
異

物
と
な
り
ま
す
の
で
、使
用

し
な
い
で
く
だ
さ
い
。
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取材先の農園にて西谷隊員

Facebook

× ○
袋の例はどちらも中に与一くんが入っています。
中身が判別できる袋のみ使えます。

乳白色の袋 透明・半透明の袋
（写真は半透明の袋です）

🅰
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